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冷
静
、
か
つ
穏
や
か
な
性

格
で
坂
東
武
者
の
鑑
と
言
わ

れ
た
武
将
、
畠

は
た
け
や
ま山

重し
げ
た
だ忠

公
の
念
持
仏
、
薬
師
如
来
坐

像
の
登
場
で
す
。

　
こ
の
薬
師
さ
ま
は
、現
在
、

鎌
倉
時
代
に
朝あ

さ
い
な

夷
奈
切き

り
ど
お

通
し

か
ら
六
浦
の
港
へ
向
か
う
交

通
の
要
衝
で
あ
っ
た
、
横
浜

市
金
沢
区
釜
利
谷
南
に
位
置

す
る
白

は
く
さ
ん山
東
光
禅
寺
さ
ま
に

お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
称
名
寺
末
寺
の
白
山
堂
を

前
身
と
称
し
、
寺
伝
に
よ
る

と
創
建
は
鎌
倉
時
代
で
、
鎌

倉
薬
師
堂
ケ
谷（
現
大
塔
宮
）

に
あ
り
、
医
王
山
東
光
寺
と

称
し
て
い
ま
し
た
。
畠
山
重

忠
（
１
１
６
４
〜
１
２
０
５

年
）
が
開
基
で
、
開
山
は

建
長
寺
第
六
世
葦い

航こ
う

道ど
う

然ね
ん

禅ぜ
ん
じ師

（
建
長
寺
は
開
山
か
ら

五
世
ま
で
は
中
国
か
ら
の
来

朝
僧
で
、初
め
て
の
日
本
人
・

１
２
１
９
〜
１
３
０
１
年
）。

　
当
時
は
、
大

だ
い
と
う
の
み
や

塔
宮
護も
り

良よ
し

親
王
が
幽
閉
さ
れ
た
土

の
後
、
応
仁
年

間
（
１
４
６
７
〜

６
９
）
現
在
地
に

移
り
、
白
山
東
光

禅
寺
と
改
め
ま
し

た
。

　
さ
て
、
本
尊

薬
師
如
来
像
は
、

神
々
し
い
金
色
の

御
姿
で
、
厳
し
い

お
顔
立
ち
、
引
き

東
光
禅
寺
・
薬
師
如
来
坐
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（133)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

締
ま
っ
た
御
身
体
は
小
ぶ
り

な
が
ら
、
実
に
頼
り
甲
斐
の

あ
る
薬
師
さ
ま
で
す
。古
来
、

30
年
に
１
度
開
扉
す
る
秘
仏

で
し
た
が
、
い
ま
は
日
々
お

参
り
が
叶
い
ま
す
。

　
武
蔵
国
二
俣
川
で
の
戦
闘

に
敗
れ
自
害
を
し
た
重
忠
。

智
勇
優
れ
た
武
将
の
さ
わ
や

か
な
最
期
で
し
た
。
そ
の
頼

み
の
念
持
仏
薬
師
如
来
は
時

を
経
て
、
今
な
お
多
く
の

人
々
に
救
い
の
瑠
璃
の
光
を

放
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
木
造
、
漆
箔
、
玉
眼
。
像

高
28
・
０
㎝
、
鎌
倉
時
代
。

牢
屋
の
す
ぐ
前
に
位
置
さ
れ

て
い
た
と
さ
れ
、
親
王
は
東

光
寺
書
院
で
写
経
中
に
足

利
直
義
に
殺
害
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

　
コ
ロ
ナ
禍
で
他
者
と
の
物

理
的
な
距
離
を
と
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
対
面
で
の
活
動

が
基
本
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
難
し
く
な
っ
た
。

そ
ん
な
な
か
、
誰
も
が
厳
し

い
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
力

に
な
り
た
い
と
思
い
、
活
動

し
て
い
る
人
が
い
る
。

　
大
型
の
宝

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
が
並

ぶ
鎌
倉
市
材
木
座
の
光
明
寺

本
堂
横
奥
に
あ
る
歴
代
内
藤

家
墓
所
。訪
れ
る
人
も
な
く
、

草
木
が
伸
び
放
題
の
墓
所
に

通
っ
て
清
掃
活
動
を
続
け
て

　「
全
国
を
漫
遊
し

な
が
ら
悪
人
を
懲
ら

し
め
る
世
直
し
旅
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

水
戸
黄
門
の
徳
川
光

圀
で
す
が
、
自
身
の
意
思
で

旅
行
を
し
た
の
は
鎌
倉
だ
け

だ
そ
う
で
す
▼
旅
行
と
書
き

ま
し
た
が
、
実
際
に
は
『
大

日
本
史
』
の
編
纂
作
業
の
際

に
鎌
倉
時
代
に
つ
い
て
の
資

料
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
実

地
踏
査
の
よ
う
に
訪
れ
た
際

に
記
録
さ
れ
た
の
が
『
鎌
倉

日
記
』
で
し
た
▼
現
在
、
私

は
１
６
８
５
年
（
貞
享
２
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
新
編
鎌
倉

志
』
を
勉
強
し
て
い
る
の
で

す
が
、「
水
戸
黄
門
が
、
こ

ん
な
こ
と
を
調
べ
て
い
た
ん

だ
」
と
思
う
と
同
時
に
、
水

戸
黄
門
で
も
「『
吾
妻
鏡
』

に
は
、
こ
う
書
い
て
あ
る
か

ら
、
た
ぶ
ん
…
」
と
い
う
よ

う
な
表
現
が
散
見
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
改
め
て
鎌
倉
と
い

う
土
地
の
歴
史
の
奥
深
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。
　（
Ｎ
）

　
▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
七
夕
祭

７
日
17
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
大
町
・
八
雲
神
社
例
祭

８
〜
10
日
。
８
日
例
大
祭
、

神
幸
祭
、
神
輿
、
９
日
富
く

じ
、
10
日
縁
日
、
還
幸
祭
。

　
▼
天
王
祭
８
日
宵
宮
、
９

日
本
祭
。
小
動
神
社
・
江
の

島
八
坂
神
社
の
合
同
祭
礼
。

　
▼
亀
岡
八
幡
宮
例
祭
　
15

日
宵
宮
、
16
日
11
時
式
典
、

14
時
神
幸
祭
。

　
▼
荏
柄
天
神
社
例
祭
16
日

12
時
半
神
幸
祭
、
24
日
16
時

半
宵
宮
。25
日
10
時
半
例
祭
。

　
▼
石
上
様
の
例
大
祭
　
17

日
御
霊
神
社
（
坂
ノ
下
）。

　
▼
開
山
忌
　
23
・
24
日
建

長
寺
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
観
蓮
会
　
30
・
31
日
光

明
寺
。
31
日
献
灯
会
17
時
半

海
岸
回
向
、
18
時
法
要
。

【
海
水
浴
場
の
開
設
】

　
●
鎌
倉
市
海
水
浴
場
　
７

月
１
日
〜
８
月
31
日

　
●
逗
子
海
水
浴
場
　
６
月

30
日
〜
９
月
３
日

　
●
葉
山
海
水
浴
場（
森
戸
、

一
色
、
長
者
ケ
崎
・
大
浜
）

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

　
●
藤
沢
市
海
水
浴
場

▽
片
瀬
東
浜
７
月
１
日
〜
９

月
３
日
▽
片
瀬
西
浜
・
鵠
沼

７
月
１
日
〜
９
月
３
日
▽
辻

堂
７
月
15
日
〜
８
月
31
日

7月

コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

単
独
で
鎌
倉
史
跡
の
雑
草
駆
除

い
る
の
は
、
柴
田
健
蔵
さ
ん

（
70
）。鎌
倉
市
上
町
屋
在
住
、

鎌
倉
風
致
保
存
会
会
員
で
、

秋
田
県
由
利
本
荘
市
岩
城
亀

田
出
身
で
あ
る
こ
と
が
縁

で
、
２
０
１
８
年
か
ら
内
藤

家
墓
地
の
清
掃
活
動
に
参
加

し
た
の
が
き
っ
か
け
。

　
光
明
寺
は
浄
土
宗
を
信
仰

し
た
内
藤
家
の
菩
提
寺
で
、

こ
の
墓
地
に
は
江
戸
初
期
の

磐
城
平
藩
（
現
在
の
福
島
県

い
わ
き
市
）
初
代
政
長
か

ら
、
日
向
・
延
岡
藩
（
現
在

の
宮
崎
県
延
岡
市
）
に
転
封

わ
き
奉
仕
団
」
を
設
立
し
、

関
東
近
郊
の
延
岡
市
出
身
者

で
つ
く
る
「
東
京
延
友
会
」

の
会
員
ら
と
毎
年
６
月
に
清

掃
と
供
養
会
を
行
っ
て
い
た

が
、
２
０
２
０
年
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
活
動
が
停
止
し
て

い
る
。

　
柴
田
さ
ん
の
単
独
作
業
は

２
０
２
１
年
春
か
ら
開
始
さ

れ
、
ま
ず
１
枚
60
㎏
ほ
ど
の

石
畳
を
手
製
の
バ
ー
ル
で
持

ち
上
げ
て
は
が
し
て
雑
草
を

駆
除
し
た
後
、
石
畳
の
敷
き

直
し
、
述
べ
50
日
が
か
り
で

完
了
し
た
。
そ
の
あ
と
石
畳

の
両
側
の
草
を
刈
り
、
緑
色

の
除
草
シ
ー
ト
を
購
入
し
て

敷
き
、
手
作
り
の
土
嚢
で
抑

え
た
。
入
り
口
は
広
い
の
で

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
た
。

宝
篋
印
塔
に
絡
み
つ
い
た
ク

ズ
の
ツ
タ
は
脚
立
に
上
っ
て

鎌
で
切
っ
た
が
、
取
り
除
く

の
に
一
苦
労
し
た
と
い
う
。

　
小
学
生
の
親
子
連
れ
が
多

数
参
加
し
、
勝
村
さ
ん
に
覆

面
レ
ス
ラ
ー
が
襲
い
掛
か
る

シ
ー
ン
で
は
、
子
ど
も
た
ち

は
正
義
を
救
え
と
ば
か
り
に

勝
村
さ
ん
を
応
援
。
そ
の
あ

と
、
護
身
術
、
体
操
、
パ
ン

チ
・
キ
ッ
ク
の
３
つ
の
ブ
ー

ス
を
20
分
ず
つ
、
順
に
体
験

し
た
。

　
相
手
に
腕
を
つ
か
ま
れ
た

時
の
外
し
方
、
転
ん
だ
時
の

受
け
身
の
仕
方
な
ど
習
い
、

グ
ロ
ー
ブ
を
は
め
て
パ
ン
チ

や
キ
ッ
ク
を
し
て
ジ
ム
の
人

に
ミ
ッ
ト
で
受
け
て
も
ら
っ

た
。
鎌
倉
市
台
の
藤
井
大
輔

さ
ん（
41
）と
環
太
さ
ん（
６
）

親
子
は
「
親
子
で
で
き
て
い

い
」
と
汗
を
ぬ
ぐ
っ
た
。

　
終
了
後
、勝
村
さ
ん
は「
ケ

ガ
を
し
な
い
体
を
つ
く
る
た

め
や
心
身
の
健
康
づ
く
り
に

格
闘
技
は
楽
し
み
な
が
ら
で

き
る
。
で
も
パ
ン
チ
や
キ
ッ

ク
は
外
で
は
し
な
い
と
い
う

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

『
強
さ
』
と
は
『
守
る
』
こ

と
。
自
分
の
身
を
守
る
、
家

族
や
相
手
、
ル
ー
ル
、
時
間

を
守
る
。
守
る
こ
と
が
で
き

る
人
が
『
強
い
人
』。
強
く
、

や
さ
し
い
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
結
ん
だ
。

　
今
は
、
週
１
、２
回
作
業

し
て
い
る
が
、
草
は
刈
っ
て

も
刈
っ
て
も
伸
び
て
く
る
。

コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
お
さ

ま
り
か
け
、
墓
所
に
は
訪
れ

る
人
も
増
え
て
、
鎌
倉
ガ
イ

ド
協
会
の
史
跡
め
ぐ
り
も
再

開
さ
れ
た
。
８
月
上
旬
に
は

鎌
倉
風
致
保
存
会
と
市
立
第

一
中
学
校
生
徒
の
清
掃
活
動

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
柴
田
さ
ん
は
「
出
身
地
と

い
わ
き
市
の
縁
で
作
業
を
し

て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
自

治
会
や
市
民
団
体
な
ど
、
グ

ル
ー
プ
で
継
続
的
に
保
全
活

動
を
し
て
い
っ
て
も
ら
え
た

ら
」
と
希
望
を
述
べ
た
。
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格
闘
家
で
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
リ

ア
ル
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
・
勝

村
周
一
朗
さ
ん
（
47
）
の
体

操
教
室
が
６
月
17
日
、
鎌
倉

市
立
富
士
塚
小
学
校
体
育

館
で
開
か
れ
、
市
民
ら
約

１
３
０
人
が
参
加
し
た
。

　
鎌
倉
青
年
会
議
所
（
片
根

竜
哉
理
事
長
・
28
人
）
が
今

年
度
の
テ
ー
マ
〝
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ（
そ
の
人
ら
し
く
）〞

を
感
じ
て
も
ら
い
、
勝
村
さ

ん
が
提
唱
す
る
格
闘
技
を
誰

で
も
楽
し
く
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
同
会
議
所
渉
外
広
報

委
員
会
・
和
久
裕
治
さ
ん
を

中
心
に
企
画
。
ジ
ム
の
メ
ン

バ
ー
も
指
導
に
あ
た
っ
た
。

と
な
っ
た
６
代
政
樹
以

降
、
末
代
ま
で
の
墓
所

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
宝

篋
印
塔
40
基
を
含
む
墓

碑
58
基
を
代
々
に
わ

た
り
保
存
す
る
大
名

の
墓
と
し
て
貴
重
で
、

１
９
６
２
年
に
市
の
指

定
史
跡
に
指
定
。

　
１
９
９
８
年
に
い
わ

き
市
の
関
係
者
が
「
い

格
闘
技
で
心
身
の
健
康
づ
く
り

鎌
倉
Ｊ
Ｃ
が
親
子
体
操
教
室


